スーパーバイザー養成研修事前課題
（課題）
· あなた自身が主体となって行った社会福祉実践の1つを、支援の開始から終結までの展開過程を２，７００～３，３００字で所定の書式に記述してください（エコマップ等の挿入は可。字数にはカウントしない）。
なお、「公益社団法人日本社会福祉士会正会員及び正会員に所属する社会福祉士が実践研究等において事例を取り扱う際のガイドライン」を遵守して作成してください。
· 実践は個別（ミクロ）レベルに限らず、組織・地域（メゾ）レベル、地域・制度政策（マクロ）レベルでも構いません。その際、「認定社会福祉士制度スーパービジョン実施要綱の様式第１号「スーパーバイジーの自己チェックシート」で示されている実践のプロセス、実践レべル、実践項目に照らして支援の経過が分かるように記載してください。
· 指定の様式を使用していない場合は、受領できません。
	氏名　
	会員番号　

	テーマ
	（ご自身でレポートのテーマをつけてください）





	要旨
	（実践の内容の要旨を200～400字でまとめてください）





	ご自身のポジション
	（実践におけるご自身の職名や職位、役割等をお書きください）





	実践の対象
	（高齢、障害、児童・家庭、医療、地域福祉、組織、その他等、実践の対象についてお書きください）





	キーワード
	（キーワードを１つ以上、５つ以内でお書きください）






	実践の展開過程
	該当する実践レベル、実践項目

	· ご自身を「私」と表記し、クライアント、関係者、組織、地域とのかかわりを中心に記述してください。
· 実践（ソーシャルワーク）のプロセスがわかるように記述してください。
· 字数は２，７００～３，３００字です。文末に用いた字数をお書きください。







（　　　　　文字）
	· 実践（ソーシャルワーク）のプロセスで記述した内容と実践レベル、実践項目とを照合してください。
· その上で、実践の展開過程で「できていた点」「本来すべきであったができていなかった点」について、具体的に説明してください。（字数の制限はありません）




